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原
な
ど
を
擁
す
る
関
宮
地
域
と
、
明
延

鉱
山
な
ど
が
位
置
す
る
大
屋
地
域
の
２

エ
リ
ア
で
、
各
エ
リ
ア
内
の
移
動
に
限

っ
て
運
行
さ
れ
る
。
運
賃
は
２
㎞
ま
で

６
０
０
円
、
以
後
は
７
５
０
ｍ
ご
と
に

１
０
０
円
加
算
。
タ
ク
シ
ー
料
金
の
56

％
～
73
％
程
度
と
、
割
安
に
な
る
。

左から、鉢
はちぶせやま

伏山の中腹に広がる「ハチ高原」、落差98mの名瀑「天
てんだき

滝」、蛍が乱舞する「奥
お く め い じ

米地」、国の重要文化財「名草神社」

別宮の棚田 ©岡山茂樹/PPS通信社

国
家
戦
略
特
区
の
優
等
生

　

兵
庫
県
北
部
、
但
馬
地
域
の
中
央
に

位
置
す
る
養や

ぶ父
市
は
、
２
０
０
４
年
い

わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
八
鹿
、

養
父
、
大
屋
、
関
宮
の
４
町
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
人
口
約
２
万
４
０
０
０

人
（
18
年
４
月
末
時
点
）
の
市
。
自
然

豊
か
な
市
内
に
は
、
兵
庫
県
最
高
峰
の

「
氷ひ

ょ
う
の
せ
ん

ノ
山
」、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
登
山
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
年
間
を
通
じ
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
「
ハ
チ
高
原
」、

日
本
の
原
風
景
と
も
言
え
る
「
別べ

っ
く
う宮

の
棚
田
」、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
明あ

け
の
べ延
鉱
山
」
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
・
遊

び
ど
こ
ろ
が
多
く
、
年
間
１
０
０
万
人

以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

実
は
養
父
市
は
14
年
３
月
、
国
家
戦

略
特
区
・
中
山
間
農
業
改
革
特
区
に
指

定
。
高
齢
化
や
離
農
に
よ
る
担
い
手
不

足
に
悩
む
中
山
間
地
農
業
の
改
革
拠
点

と
し
て
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
べ

く
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
、
農
業
生
産

法
人
の
要
件
緩
和
、
６
次
産
業
化
の
推

進
、
空
き
家
再
生
な
ど
、
多
様
な
規
制

改
革
を
推
進
し
て
お
り
、「
国
家
戦
略

特
区
の
優
等
生
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。

全
国
初
、特
例
第
１
号
と
し
て

　

そ
ん
な
養
父
市
で
５
月
26
日
ス
タ
ー

ト
し
た
の
が
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
新
た

な
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
事
業

「
や
ぶ
く
る
」
だ
。
過
疎
地
域
の
公
共

交
通
代
替
輸
送
や
福
祉
輸
送
に
限
っ
て

認
め
ら
れ
て
い
る
現
行
の
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
を
拡
充
し
た
も
の
で
、
国
家

戦
略
特
区
制
度
に
基
づ
く
「
道
路
運
送

法
の
特
例
」
活
用
第
１
号
と
し
て
、
地

域
住
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
も
運
送
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

事
業
の
実
施
主
体
は
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
、
バ
ス
事
業
者
、
観
光
関
連
団

体
、
市
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
設

立
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

養
父
市
マ
イ

カ
ー
運
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。
ハ
チ
高

地域住民が観光客の足になる
マイカー運送事業

――モビリティ革命、養父の挑戦
関宮地域・大屋地域内の移動は「やぶくる」におまかせ ！

国家戦略特区としてさまざまな規制改革に取り組む兵庫県養
や ぶ

父市が、
２０１８年５月、新たな自家用有償観光旅客等運送事業をスタートさせた。

運送の対象を地域住民から観光客に拡げた全国初の試みだ。
その意義や概要を養父市国家戦略特区・地方創生課課長の谷 徳

のりみち

充さんに聞いた。

5月26日、「やぶくる」の発進式
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関
宮
・
大
屋
地
域
。
と
は
い
え
、
30
分

以
上
離
れ
た
関
宮
・
大
屋
地
域
ま
で
行

っ
て
ワ
ン
メ
ー
タ
ー
だ
っ
た
り
す
る
と

採
算
が
合
わ
ず
、
カ
バ
ー
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
両
地
域
の
地
域
内
運

送
は
「
や
ぶ
く
る
」、
エ
リ
ア
を
ま
た

ぐ
場
合
は
タ
ク
シ
ー
と
、
実
情
に
合
っ

た
棲
み
分
け
を
図
る
こ
と
に
し
た
。「
事

業
者
の
支
援
を
取
り
付
け
る
な
ん
て
、

『
針
の
穴
を
通
す
よ
う
な
し
く
み
を
つ

く
り
上
げ
た
』
と
評
価
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ま
す
」

　

こ
う
し
て
「
や
ぶ
く
る
」
に
は
、
市

内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
３
社
揃
っ
て

参
画
し
、
電
話
受
付
・
配
車
手
配
な
ど

の
運
行
管
理
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
講
習
、
法
定

点
検
、
運
行
前
確
認
と
い
っ
た
安
全
対

策
に
も
プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ

て
い
る
。

　

登
録
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
仕
事
依
頼
に

は
ス
マ
ホ
を
活
用
。
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
の
運
行
前
確
認
に
も
ス
マ
ホ

を
使
う
。「
タ
ク
シ
ー
会
社
の
提
案
で

テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
万
全
を

期
し
て
い
る
」

16
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
、参
上

　

５
月
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で
、
登
録
ド

ラ
イ
バ
ー
は
女
性
２
人
を
含
む
16
人
。

安
全
確
保
へ
、 

プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す

　

こ
の
事
業
が
画
期
的
な
の
は
、
観
光

客
を
対
象
に
し
た
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

「
タ
ク
シ
ー
会
社
が
事
業
の
実
施
主
体

と
し
て
参
画
す
る
の
も
初
め
て
。
緑
ナ

ン
バ
ー
が
白
ナ
ン
バ
ー
事
業
に
参
入
す

る
全
国
初
の
試
み
」
と
谷
さ
ん
は
言
う
。

　

養
父
市
内
に
は
３
つ
の
タ
ク
シ
ー
会

社
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
拠
点
は
Ｊ
Ｒ
沿

線
の
八
鹿
地
域
及
び
養
父
地
域
だ
が
、

観
光
資
源
が
多
く
点
在
し
て
い
る
の
は

「
ち
ょ
い
乗
り
」ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

皆
が
負
担
し
合
っ
て
で
も
新
事
業
を

起
こ
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
過
疎
地
域

特
有
の
事
情
が
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の

辺
り
で
は
１
人
１
台
の
マ
イ
カ
ー
が
当

た
り
前
。
お
金
を
払
っ
て
タ
ク
シ
ー
に

乗
る
と
い
う
文
化
は
な
く
、
隣
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
乗
せ
て
買
い
物
や
病
院
へ

行
く
の
が
日
常
風
景
だ
。

　
「
し
か
し
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
な

か
で
は
乗
せ
る
人
も
高
齢
化
し
、
地
域

の
生
活
が
成
り
立
た
な

く
な
る
。
10
年
後
20
年

後
を
見
据
え
て
今
、
手

を
打
た
な
い
と
」
と
、

危
機
感
を
露
わ
に
す
る
。

　

実
際
、
人
口
は
合
併

後
の
14
年
間
で
約
６
０

０
０
人
も
減
少
。
地
域

活
性
化
の
た
め
に
は
外

か
ら
人
を
集
め
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
観
光

で
訪
れ
、
養
父
の
フ
ァ

取材協力 ・ 写真提供／養父市国家戦略特区・地方創生課　やぶ市観光協会　　取材・編集／西野夏海

ン
に
な
っ
て
移
住
し
て
く
れ
る
の
が
何

よ
り
。
だ
か
ら
観
光
客
に
対
し
て
は
、

観
光
協
会
と
連
携
し
、
高
原
や
滝
と
い

っ
た
大
自
然
や
文
化
財
・
産
業
遺
産
な

ど
、
地
域
内
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ

る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
多
様
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
間
の
「
ち
ょ
い
乗
り
ニ
ー
ズ
」

に
応
え
た
い
、
と
い
う
。

　

マ
イ
カ
ー
文
化
か
ら
タ
ク
シ
ー
文
化

へ
、
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
へ
の
期

待
を
乗
せ
、「
や
ぶ
く
る
」
は
走
り
始

め
た
。

年
代
は
30
代
～
70
代
と
幅
広
い
。
農
家

や
自
営
業
の
人
も
い
る
が
、
最
多
は
無

職
の
高
齢
者
。
リ
タ
イ
ア
後
の
第
２
の

人
生
、
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と

手
を
挙
げ
た
人
も
多
い
と
い
う
。

　

利
用
料
金
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運

営
費
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
手
数
料

と
し
て
受
け
取
り
、
残
り
を
報
酬
と

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
支
払
わ
れ
る
。
と

は
い
え
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
車
検
や
保
険

は
も
と
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
代
も
自
己
負

担
。
１
日
あ
た
り
売
上
目
標
も
初
年
度

６
０
０
０
円
、
２
年
目
１
万
円
。
事
業

規
模
は
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。

　
「
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

タ
ク
シ
ー
会
社
も
ほ
と
ん
ど
手
弁
当
。

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
い
う
よ
り
、
み
ん
な

が
少
し
ず
つ
負
担
し
て
成
立
さ
せ
た
と

い
う
ほ
う
が
実
情
に
近
い
」

養父市役所

養父地域
局

大屋地域局

関宮

関宮地域局

宿南

熊次 出合

建
屋

伊佐

養
父

八鹿

広谷

大屋

高柳

南谷

小佐

浅野

口大
屋

三
谷

西谷

大谷

定期バス路線経路

コミュニティバス路線経路

自家用有償バス路線経路

自家用有償観光客等運送事業実施区域
凡 例

関宮地域

大屋地域

自家用有償観光旅客等運送の実施
区域は、一般旅客自動車運送事業
者による対応が困難な区域を設定

自家用有償観光旅客等運送事業 実施区域

上／日本遺産に認定された「明延鉱山」。かつて日本一の錫鉱山として栄えた
下／当時一円で利用できた「一円電車」

女性ドライバーも活躍

兵庫県最高峰「氷ノ山」

事業スキーム

登録ドライバー
◆副収入

利用者
◆利便性UP

③お迎え・移動
ドライバーは
１０名～２０名程度を想定④支払

○移動距離が短くなる等、迅速な対応
○バス利用に比べ複数の目的地に対応が可能

タクシー事業者
◆事業拡大

①電話等で依頼

実施主体：（仮称）養父市
マイカー運送ネットワーク

手数料

委託料

徴収料金

②連絡（手配）


